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民間連携室 山田哲也
2011年7月13日

『BOPビジネス入門』出版記念ワークショップ

BOPビジネスに対するJICAの期待、その取り組み
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◆ODAの供与実績（2009年度までの累計）

円借款：26兆5,125億円（承諾ベース）

研修員：437,961人（1954-2009年度累計）

専門家： 99,436人（1955-2009年度累計）

青年海外協力隊：34,839人（1965-2009年度累計）

◆途上国を目指す民間資金フローも膨大

出所：OECD

ODA (Official Development Assistance :政府開発援助)

OOF (Other Official Flows: その他の公的フロー)

Private Flows (民間の資金フロー(含FDI))

民間贈与

FDI (Foreign Direct Investment: 海外直接投資)

■途上国向けのODA、民間投資は膨大

【図】先進国から途上国へのネット資金フロー
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■それでもなくならない世界の貧困・・・

出典：外務省ODA白書
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■なぜか・・・？

・リスクが高い

・リスクに見合った収益性が
期待できない

・別のマーケットで勝負できる

・そもそもマーケットが不在

・被援助国側のキャパシティ不足

・援助の効率性の問題
（例：各ドナー間のコーディネーション、

政策一貫性等）

・専ら公的セクターへの
interventionが中心
（時間とコストがかかる）

・「呼び水」（投資環境整備）は
打ったが民間投資の勢いが・・・

・そもそも「自助努力」支援なのです

・リソース ＜ 対応すべき課題

企業側の言い分ODA側の言い分

従来援助機関側も企業側も、本気でBOP層をマーケット参加者として認識してこなかった

⇒ 今こそ”BOPペナルティ”の解消によるBOP層の公正な市場参加促進が必要

共 通 点
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■BOPビジネスにできること／すべきこと

出所：Stuart Hartコーネル大学教授による講演より
“スチュアートハート教授来日記念シンポジウム『ＢＯＰビジネスの最先端』

～ 超巨大市場での成長と持続可能性の追求 ～”2011年6月28日

◆TOP層のビジネスで必要なこと：
”Create needs in existing markets”

◆BOP層のビジネスで必要なこと：
”Create markets from existing needs”

•BOP層においてニーズがあることは明らか

•BOP層のマーケットへの参加促進の視点を持つことからスタート

•BOP層が参加できるマーケット整備を
（市場環境整備（援助側）、 BOP層にとりaffordable/available/accessibleな

具体的プロダクト（製品・サービス）の開発・提供による市場の充実（企業側） ）

（参考）
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■JICAの役割

開発援助 BOP BusinessBOP Business 民間企業等ビジネス
インタレスト

開発効果の向上 ビジネスの持続性
と公益性向上

開発の視点

開発needsとビジネスseedsをつなぐ触媒機能

潜在的“市場”の現状紹介
（海外拠点を中心としたネットワーク、情報の公開）

BOP層の抱える社会的・経済的ニーズ（開発ニーズ）の積極的紹介

個別事業の形成・推進における機能
調査段階からの支援
（協力準備調査（BOPビジネス連携促進）等）

事業化段階での支援
（海外投融資、周辺インフラ整備、制度・政策面等側面支援）
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独立行政法人国際協力機構 民間連携室 連携推進課長 山田哲也

〒102-8012 東京都千代田区二番町5-25 二番町センタービル

TEL：03-5226-6963
FAX：03-5226-6326
EMAIL : Yamada.Tetsuya@jica.go.jp

お問い合わせ先

ご清聴ありがとうございました！


